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連　
載

協
力
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム

と
し
て
２
０
１
１
年
に
創
設

―
―
い
ま
芽
吹
い
た
生
涯
学
習
＆
ゆ
と
り
教
育

佐
藤
建
吉

代
表
理
事

一
般
社
団
法
人
洸
楓
座

NEWS

チャレンジする

～挑戦者の履歴書

Someone

第⑳回

寺
脇 

研 

氏
（
元
・
文
科
官
僚
、
京
都
芸
術
大
学
教
授
）

▼
ゆ
と
り
教
育
の

　

ね
ら
い
の
エ
フ
ェ
ク
ト

藤
井
聡
太
（
２
０
０
２
年

７
月
19
日
生
）
、
大
坂
な
お

み
（
１
９
９
７
年
10
月
16
日

生
）
、
反
田
恭
平
（
１
９
９

４
年
９
月
１
生
）
、
大
谷
翔

平
（
１
９
９
４
年
７
月
５
日

生
）
…
。
活
躍
す
る
日
本
の

若
者
。
個
性
を
生
か
し
自
ら

の
興
味
と
能
力
を
発
揮
し
て

い
る
。
そ
し
て
プ
ロ
と
し
て

生
き
る
。
好
き
な
こ
と
へ
の

選
択
と
集
中
の
結
果
で
あ

る
。
同
時
に
、
そ
れ
に
は
、

そ
れ
に
は
、
い
わ
ゆ
る
学
校

で
は
得
ら
れ
な
い
と
こ
ろ
で

の
努
力
を
行
っ
て
い
る
の
だ

ろ
う
。
ま
た
、
家
庭
の
理
解

や
後
押
し
が
あ
っ
た
は
ず
で

あ
る
。
こ
う
し
た
若
者
が
、

コ
ロ
ナ
が
は
び
こ
る
い
ま
の

時
代
に
元
気
を
与
え
て
く
れ

て
い
る
。

元
気
は
、
未
来
を
見
つ
め

る
こ
と
に
よ
り
生
ま
れ
る
。

若
者
に
は
、
確
か
に
時
間
が

あ
る
。
が
、
現
代
を
生
き
て

い
る
す
べ
て
の
人
々
が
共
通

し
て
持
つ
べ
き
空
気
感
が

「
未
来
」
で
あ
り
、
い
ま
風

に
言
え
ば
「
持
続
可
能
性
」

で
あ
る
。
確
か
に
、
Ｓ
Ｇ
Ｄ

ｓ
の
選
択
肢
に
は
、
そ
う
し

た
希
望
を
つ
く
り
出
す
糸
口

が
あ
る
。
少
子
高
齢
化
は
、

従
来
か
ら
課
題
と
さ
れ
て
お

り
、
社
会
改
革
が
志
向
さ
れ

て
き
た
。
例
え
ば
、
第
４
次

臨
時
教
育
審
議
会
（
臨
教

審
）
で
は
、
生
涯
学
習
の
推

進
が
答
申
さ
れ
た
。
１
９
８

７
年
８
月
、
い
ま
か
ら
34
年

も
前
の
こ
と
で
あ
る
。

そ
の
方
針
に
従
い
、
教
育

改
革
が
行
わ
れ
た
。
学
校
週

５
日
制
も
導
入
さ
れ
た
。
１

９
９
２
年
か
ら
で
、
当
初
は

月
１
回
だ
け
だ
っ
た
が
、
２

０
０
２
年
か
ら
は
完
全
週
５

日
制
と
な
っ
た
。
そ
し
て
、

土
曜
の
授
業
時
間
が
月
～
金

に
振
り
向
け
ら
れ
て
い
た
総

授
業
時
間
数
を
減
ら
す
政
策

が
実
施
さ
れ
た
。
そ
れ
は
、

た
や
り
取
り
を
寺
脇
氏
と
受

講
生
と
意
見
交
換
す
る
シ
ー

ン
も
あ
っ
た
。

次
の
２
０
１
３
年
度
は
、

『
映
画
に
つ
い
て
の
評
論
』

と
し
て
講
義
し
て
頂
い
た
。

こ
の
タ
イ
ト
ル
で
は
、
寺
脇

研
企
画
・
監
督
で
製
作
し
た

『
戦
争
と
一
人
の
女
』
の
映

画
の
一
部
予
告
も
含
め
て
行

わ
れ
た
。
大
学
生
に
は
刺
激

が
大
き
か
っ
た
か
も
し
れ
な

い
。
そ
の
後
、
筆
者
は
自
主

映
画
企
画
と
し
て
千
葉
市
生

涯
学
習
セ
ン
タ
ー
で
、『
戦

争
と
一
人
の
女
』
の
上
映
会

を
行
っ
た
。
こ
れ
に
は
、
一

般
市
民
が
約
80
人
参
加
し

た
。
こ
れ
は
、
会
場
の
名
前

に
あ
る
よ
う
に
生
涯
学
習
と

し
て
の
切
り
口
で
、
上
映

後
、
会
場
内
で
寺
脇
氏
の
ト

ー
ク
セ
ッ
シ
ョ
ン
も
設
け
参

加
者
と
意
見
交
換
を
行
っ
た
。

さ
ら
に
、
千
葉
県
茂
原
市

の
ラ
イ
ブ
ス
タ
ジ
オ
で
は
、

筆
者
の
主
宰
し
て
い
る
「
上

総
ま
ち
な
か
大
学
院
」
の
講

座
と
し
て
、
寺
脇
氏
に
『
２

２
世
紀
を
デ
ザ
イ
ン
す
る
』

と
題
し
て
お
願
い
し
た
。
い

ま
か
ら
ち
ょ
う
ど
４
年
前
の

こ
と
で
衆
議
院
議
員
選
挙
が

あ
り
、
高
校
生
も
投
票
す
る

初
め
て
の
国
政
選
挙
で
あ
っ

た
の
で
、
市
民
に
よ
る
未
来

を
つ
く
る
民
主
政
治
に
は
選

挙
で
投
票
す
る
こ
と
が
大
事

で
あ
る
と
、
参
加
し
た
高
校

生
に
向
け
て
も
語
っ
て
く
だ

さ
っ
た
。

▼
寺
脇
氏
の
職
務
歴

寺
脇
氏
の
経
歴
は
、
筆
者

の
手
持
ち
の
著
書
【
註
１
＆

２
】
の
巻
末
に
も
書
か
れ
て

い
る
が
、『
官
僚
批
判
』
の

本
文
に
は
時
系
列
的
に
氏
の

行
っ
て
来
ら
れ
た
職
務
に
つ

い
て
意
見
と
と
も
に
書
か
れ

て
い
る
。
そ
れ
か
ら
拾
い
上

げ
る
と
以
下
の
よ
う
に
な
る
。

１
９
５
２
・
７
・
13
、
福

岡
市
生
ま
れ
／
71
・
３
、

ラ
・
サ
ー
ル
高
校
卒
業
、

75
・
３
、
東
大
法
学
部
卒
業

75
・
４
～
文
部
省
初
等
中

等
教
育
局
教
科
書
管
理
課

〈
初
任
先
〉
76
～
検
定
課
／

78
・
10
～
大
学
局
高
等
教
育

計
画
課
〈「
放
送
大
学
学
園

法
」
作
成
〉
／
79
・
４
～
大

学
局
高
等
教
育
計
画
課
法
規

係
長
〈
国
会
答
弁
割
り
振

り
〉
／
81
・
４
～
大
臣
官
房

総
務
課
審
議
班
審
議
第
二
係

長
〈
行
財
政
改
革
審
議
〉
／

81
・
９
～
総
理
府
臨
時
行
政

調
査
会
事
務
局
係
長
〈
中
曽

根
臨
教
審
設
置
で
省
庁
協

議
〉
／
83
・
４
～
文
部
省
大

臣
官
房
総
務
課
審
議
班
審
議

第
二
係
長
〈
土
光
臨
調
の
文

部
省
側
担
当
窓
口
〉
／
84
・

４
～
福
岡
県
教
育
庁
指
導
第

二
部
指
導
第
二
課
長
〈
少
中

学
校
学
校
教
育
・
福
岡
県
職

員
と
し
て
注
力
〉
／
86
・
４

～
文
部
省
高
等
教
育
局
私
学

助
成
課
課
長
補
佐
〈
充
電
期

間
〉
／
88
・
４
～
社
会
教
育

局
社
会
教
育
課
課
長
補
佐

〈
生
涯
学
習
の
時
代
に
布

石
〉
／
88
・
７
～
生
涯
学
習

局
生
涯
学
習
振
興
課
課
長
補

佐
〈
リ
ク
ル
ー
ト
事
件
記
者

会
見
〉〈
第
一
回
全
国
生
涯

学
習
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
〉

〈
生
涯
学
習
振
興
法
〉〈
人
脈

形
成
〉
／
92
・
７
～
初
等
中

等
教
育
局
職
業
教
育
課
長

〈
業
者
テ
ス
ト
の
廃
止
に
対

応
〉
／
93
・
12
～
広
島
県
教

育
委
員
会
教
育
長
〈
高
校
入

試
制
度
改
革
〉
／
96
・
４
～

文
部
省
高
等
教
育
局
医
学
教

授
業
時
間
数
が
減
る
と
学
力

低
下
に
な
る
と
の
見
方
や
土

曜
の
休
校
時
の
生
徒
の
過
ご

し
方
な
ど
へ
の
環
境
整
備
が

問
題
と
な
っ
た
こ
と
も
あ

り
、「
ゆ
と
り
教
育
」
と
の

批
判
が
先
行
し
、
一
部
に
お

い
て
は
破
綻
し
た
。
こ
う
し

た
教
育
改
革
は
、
国
の
制
度

改
革
で
あ
る
が
、
国
民
の
理

解
―
社
会
受
容
性
―
の
支
持

が
重
要
と
な
る
。
同
じ
臨
教

審
で
進
め
ら
れ
た
の
が
、
生

涯
学
習
の
推
進
で
あ
る
。
こ

れ
は
、
放
送
大
学
の
設
置
や

通
信
制
教
育
の
導
入
な
ど
で

あ
る
。
放
送
大
学
は
、
１
９

８
５
年
の
学
生
募
集
か
ら
36

年
を
経
過
し
て
、
社
会
受
容

性
が
獲
得
さ
れ
、
多
く
の
通

信
制
高
校
や
大
学
、
あ
る
い

は
大
学
院
が
普
及
し
て
い
る
。

そ
う
し
た
中
に
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
蔓
延
が
起

り
、
そ
の
ニ
ー
ズ
が
高
ま
っ

て
い
る
。
こ
の
局
面
に
文
部

省
や
文
科
省
の
教
育
行
政
の

立
案
、
法
律
作
成
、
教
育
現

場
対
応
、
国
民
へ
の
Ｐ
Ｒ
な

ど
を
お
こ
な
っ
て
来
ら
れ
た

の
が
、
本
コ
ラ
ム
で
今
回
、

紹
介
す
る
寺
脇
研
氏
で
あ

る
。
新
機
軸
の
行
政
＆
施
策

に
は
、
喜
び
も
苦
労
も
、
そ

し
て
大
き
な
苦
労
や
挫
折
も

あ
っ
た
と
い
う
。
ま
さ
に
、

「
挑
戦
者
の
履
歴
書
」
に
は

ふ
さ
わ
し
い
方
で
あ
り
生
き

様
で
あ
る
と
思
い
、
こ
こ
で

紹
介
し
た
い
。

▼
寺
脇
氏
と
の
関
わ
り

ま
ず
、
筆
者
と
寺
脇
氏
と

の
関
わ
り
は
何
だ
ろ
う
と
、

誰
も
が
疑
問
に
思
わ
れ
た
で

あ
ろ
う
。
ま
ず
そ
れ
を
明
ら

か
に
し
て
お
く
必
要
が
あ

る
。
そ
れ
に
は
、
呼
び
水
と

な
っ
た
方
が
い
た
。
い
ま
か

ら
13
年
ほ
ど
前
、
福
島
県
立

相
馬
高
等
学
校
の
理
科
や
情

報
教
育
の
担
当
教
諭
、
高
村

泰
広
氏
が
そ
の
人
で
あ
る
。

高
村
氏
は
、
同
校
で
２
０
０

４
年
度
か
ら
始
め
た
Ｓ
Ｓ
Ｈ

（
ス
ー
パ
ー
サ
イ
エ
ン
ス
ハ

イ
ス
ク
ー
ル
）
の
企
画
者
の

ひ
と
り
で
あ
り
、
そ
の
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
実
践
者
で
あ
っ

た
。
筆
者
は
当
時
、
風
力
発

電
に
つ
い
て
研
究
＆
発
信
し

て
い
た
の
で
、
Ｓ
Ｓ
Ｈ
の
生

徒
た
ち
の
希
望
で
風
車
を
課

題
に
す
る
こ
と
に
な
り
、
高

村
氏
と
と
も
に
生
徒
た
ち

が
、
筆
者
の
勤
務
先
の
千
葉

大
学
で
の
研
修
授
業
に
、
や

っ
て
き
た
。
ま
た
筆
者
の
研

究
生
の
大
学
院
生
ら
も
相
馬

高
等
学
校
に
出
掛
け
て
講
義

を
何
度
か
行
っ
た
。
２
０
１

１
の
東
日
本
大
震
災
の
前
年

の
夏
、
８
月
末
の
暑
い
日
に

は
、
日
本
技
術
史
教
育
学
会

の
行
事
を
相
馬
高
校
で
行
う

な
ど
も
行
っ
た
。
そ
の
高
村

氏
は
活
動
的
教
師
で
、
Ｓ
Ｓ

Ｈ
や
総
合
の
学
習
の
時
間
に

お
い
て
も
先
導
的
な
取
り
組

み
を
行
っ
て
い
た
。
そ
の
関

わ
り
で
寺
脇
氏
と
も
関
係
が

あ
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
う
し

て
高
村
氏
を
通
じ
て
寺
脇
氏

と
縁
が
つ
く
ら
れ
た
。
ほ
か

に
も
、
文
科
副
大
臣
だ
っ
た

鈴
木
寛
氏
、
通
信
教
育
の
星

槎
学
園
の
宮
澤
保
夫
氏
な
ど

と
も
交
友
で
き
た
の
だ
っ
た
。

私
も
遠
慮
の
な
い
方
な
の

で
、
寺
脇
氏
に
は
、
２
０
１

２
年
と
13
年
に
、
千
葉
大
学

で
の
筆
者
の
担
当
科
目
の

「
科
学
技
術
と
現
代
社
会
」

と
い
う
講
義
を
お
願
い
し

た
。
こ
の
科
目
の
対
象
や
分

野
は
広
い
の
で
、
現
在
東
京

都
知
事
を
さ
れ
て
い
る
小
池

百
合
子
氏
（
衆
議
院
議
員
時

代
）
や
加
藤
絋
一
氏
（
衆
議

院
議
員
、
元
自
民
党
政
調
会

長
）、
鈴
木
寛
氏
（
文
部
科

学
副
大
臣
）
な
ど
か
ら
も
講

義
し
て
頂
い
た
。

寺
脇
氏
の
講
義
は
、
２
０

１
２
年
（
今
か
ら
９
年
も
前

で
あ
る
）
に
、『
ゆ
と
り
教

育
（
地
域
が
支
え
る
教
育
と

文
化
形
成
）』
を
テ
ー
マ
と

し
て
お
願
い
し
た
。
実
は
こ

の
年
度
は
、
寺
脇
氏
が
進
め

て
き
た
、
い
わ
ゆ
る
「
ゆ
と

り
教
育
」
を
小
学
１
年
か
ら

中
学
卒
業
ま
で
フ
ル
に
や
っ

て
き
た
生
徒
が
、
千
葉
大
学

の
学
生
と
な
っ
て
目
の
前
に

い
る
と
い
う
記
念
の
年
で
あ

っ
た
。
講
義
で
は
、
そ
う
し

06
・
11
～
退
官
／
07
・
４
～

京
都
造
形
芸
術
大
学
（
現
、

京
都
芸
術
大
学
に
改
称
）
教

授
、
現
在
に
至
る
。

▼
生
涯
学
習
の

　

促
進
に
注
力
＆
専
門
家

今
回
、
コ
ラ
ム
を
書
く
に

あ
た
り
、
寺
脇
氏
に
、
リ
ア

ル
に
会
っ
て
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

を
行
っ
た
（
写
真
）。

筆
者
の
関
心
は
、
エ
リ
ー

ト
教
育
を
受
け
て
文
部
官
僚

に
な
り
、
い
わ
ゆ
る
「
ゆ
と

り
教
育
」
に
注
力
さ
れ
た
背

景
に
で
あ
っ
た
。
い
ろ
い
ろ

の
意
見
交
換
の
の
ち
、
こ
の

話
題
に
つ
い
て
質
問
す
る

と
、
明
確
に
、
官
僚
の
仕
事

の
中
で
自
身
の
取
り
組
み
と

し
て
見
出
し
た
の
は
、「
生
涯

学
習
」
に
関
わ
っ
て
か
ら
で

あ
る
と
答
え
て
く
だ
さ
っ
た
。

な
る
ほ
ど
、
紹
介
し
た
著

書
【
註
１
】
を
読
み
込
む

と
、
明
確
に
理
解
で
き
る
。

し
か
も
冒
頭
に
既
述
し
た
よ

う
に
、
そ
れ
を
行
政
と
し
て

遂
行
す
る
に
は
困
難
も
あ
る

が
、
人
生
を
賭
し
て
も
や
る

べ
き
意
義
を
見
出
し
た
と
書

か
れ
て
い
る
。
そ
れ
を
今
回

は
肉
声
で
も
聞
く
こ
と
が
で

き
た
。
世
間
の
「
ゆ
と
り
教

育
」
に
つ
い
て
の
批
判
は
近

視
眼
的
で
あ
っ
た
が
、
筆
者

は
そ
の
重
要
性
や
価
値
に
つ

い
て
体
験
を
通
し
て
感
じ
て

き
た
一
人
で
あ
る
。
と
い
う

の
は
、
筆
者
は
、
地
方
の
工

業
高
校
を
卒
業
し
首
都
圏
に

集
団
就
職
し
、
２
年
後
に

は
、
国
立
大
学
に
就
職
し
な

が
ら
夜
間
大
学
を
卒
業
し
大

学
院
を
終
え
、
学
位
を
取
得

し
、
大
学
に
勤
務
し
、
社
会

人
教
育
も
範
疇
に
し
た
昼
夜

開
講
制
の
授
業
を
担
当
し
て

き
た
身
で
も
あ
る
か
ら
で
あ

る
。
寺
脇
氏
が
法
制
化
に
関

わ
っ
た
放
送
大
学
に
は
、
知

人
同
僚
も
関
わ
り
、
配
偶
者

と
な
っ
た
者
も
、
従
来
の
大

学
を
卒
業
し
た
の
ち
も
、
放

送
大
学
の
コ
ー
ス
や
大
学
院

を
何
度
も
就
学
・
修
了
を
繰

り
返
し
て
い
る
。

寺
脇
氏
の
著
書
に
、
以
下

の
文
言
が
、
生
涯
学
習
を
推

進
す
る
趣
旨
と
し
て
引
用
記

述
さ
れ
て
い
る
。

「
我
が
国
が
今
後
、
社
会

の
変
化
に
主
体
的
に
対
応

し
、
活
力
あ
る
社
会
を
築
い

て
い
く
た
め
に
は
、
学
歴
社

会
の
弊
害
を
是
正
す
る
と
と

も
に
、
学
習
意
欲
の
新
た
な

高
ま
り
と
多
様
な
教
育
サ
ー

ビ
ス
供
給
体
系
の
登
場
、
科

学
技
術
の
進
展
な
ど
に
伴
う

変
化
」「
活
力
あ
る
社
会
」

「
学
歴
社
会
の
弊
害
」「
学
習

意
欲
の
新
た
な
高
ま
り
」

「
多
様
な
教
育
サ
ー
ビ
ス
供

給
体
系
」「
科
学
技
術
の
進

展
」
「
新
た
な
学
習
重
要
の

高
ま
り
」「
学
校
中
心
の
考

え
方
を
改
め
」「
生
涯
学
習

体
系
へ
の
移
行
」
な
ど
、
今

日
の
あ
り
様
を
見
据
え
た
記

述
が
あ
り
、
そ
の
推
進
が
現

実
化
さ
れ
て
い
る
。
さ
す
が

に
、
コ
ロ
ナ
や
東
京
一
極
集

中
や
地
方
の
疲
弊
に
つ
い
て

は
明
言
さ
れ
て
は
い
な
い

が
、
行
間
と
し
て
は
読
み
解

く
こ
と
が
で
き
る
。
す
な
わ

ち
、
法
整
備
と
し
て
は
秀
逸

で
、
い
ち
い
ち
立
法
し
な
く

と
も
行
政
と
し
て
臨
機
応
変

に
措
置
で
き
る
教
育
の
改
革

の
指
針
と
な
っ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
教
育
の
体

系
化
は
、
20
年
、
30
年
先
の

目
線
で
、
案
件
に
よ
っ
て
は

さ
ら
に
長
い
目
線
で
立
法
し

て
欲
し
い
。

▼
ま
と
め

筆
者
は
、
コ
ロ
ナ
禍
で
千

葉
県
の
夷
隅
（
中
房
総
）
地

域
に
住
ん
で
い
る
が
、
い
ま

千
葉
県
農
業
普
及
セ
ン
タ
ー

が
、
夷
隅
地
区
で
、
小
規
模

ア
グ
リ
ビ
ジ
ネ
ス
を
高
齢
者

育
課
長
／
97
・
６
～

生
涯
学
習
局
生
涯
学

習
振
興
課
長
／
99
・

４
～
大
臣
官
房
政
策

課
長
／
２
０
０
１
・

１
～
文
科
省
審
議
官

（
生
涯
学
習
政
策

局
）〈「
ゆ
と
り
教
育

の
旗
振
り
役
〉
／
２

０
０
２
・
８
～
文
化

庁
文
化
部
長
／
06
・

４
～
文
科
省
大
臣
官

房
広
報
調
査
官
／

新
た
な
学
習
重
要

の
高
ま
り
に
こ
た

え
、
学
校
中
心
の

考
え
方
を
改
め
、

生
涯
学
習
体
系
へ

の
移
行
を
主
軸
と

す
る
教
育
体
系
の

総
合
的
再
編
成
を

図
っ
て
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。」

こ
の
文
言
は
、

長
く
わ
か
り
づ
ら

い
が
、「
社
会
の

向
け
に
講
習
会
と
し
て
行
っ

て
い
る
。
そ
の
内
容
は
無
理

が
な
く
無
駄
が
な
く
楽
し
み

な
が
ら
行
え
る
よ
う
に
、
息

子
の
よ
う
な
世
代
の
農
業
普

及
指
導
員
が
指
導
し
て
く
れ

る
。
こ
の
講
習
会
も
生
涯
学

習
＆
教
育
で
あ
り
、
好
例
と

し
て
こ
こ
で
紹
介
し
た
い
。

冒
頭
に
名
前
を
上
げ
た
の

は
、
最
近
、
話
題
に
な
っ
た

方
々
で
、
３
人
と
も
特
別
裕

福
な
生
い
立
ち
で
は
な
い
。

ご
く
普
通
の
家
庭
の
出
身

で
、
自
分
の
道
を
追
い
求
め

た
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
選
択

は
、
こ
れ
ま
で
の
真
面
目
に

学
校
に
通
い
、
画
一
的
な
教

育
を
受
け
る
と
い
う
の
で
は

な
い
。
そ
う
し
た
教
育
に
新

し
く
風
通
し
を
与
え
た
の

は
、「
ゆ
と
り
教
育
」
と
い

わ
れ
て
い
た
改
革
で
あ
っ

た
。
繰
り
返
し
に
な
る
が
、

今
回
紹
介
し
た
寺
脇
研
氏

は
、
文
科
省
官
僚
と
し
て
、

ま
さ
に
こ
の
「
ゆ
と
り
教

育
」
に
つ
い
て
企
画
し
、
普

及
推
進
し
て
き
た
張
本
人
で

あ
っ
た
。
寺
脇
氏
が
、
努
力

し
あ
る
い
は
挫
折
し
た
官
僚

機
構
は
、
巨
大
組
織
で
あ
り

一
辺
倒
に
は
構
想
が
実
現
し

な
か
っ
た
が
一
里
塚
と
し
て

は
標
さ
れ
た
。
そ
れ
は
、
、

次
の
ス
テ
ッ
プ
へ
の
布
石
と

し
て
有
益
な
エ
フ
ェ
ク
ト
と

な
っ
た
と
筆
者
は
感
謝
し
慰

労
し
た
い
。

【
註
１
】
寺
脇
研
、『
官
僚
批

判
』
、
講
談
社
（
２
０
０
８

年
）。

【
註
２
】
寺
脇
研
、『
官
僚
批

判
』
、
講
談
社
（
２
０
０
８

年
）
そ
れ
で
も
、
ゆ
と
り
教

育
は
間
違
っ
て
い
な
い
』、

扶
桑
社
（
２
０
０
７
）
。

寺脇研氏近影

寺脇氏の意見を伝える著作品（一部）


